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論	 文	 審	 査	 の	 結	 果	 の	 要	 旨 
 
本論文は、純リテラル除去ならびに矛盾学習機能の強化による SATソルバーの高速化、混合基数

制約符号化に基づく MaxSATソルバーの高性能化、および MaxSATソルバーを応用した提携構造
形成問題の解法に関して、著者独自の手法を提案し、それらの有効性を実証したものであり、情報

学に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文に値すると認める。	

 


